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1. 下の表は，１０人の生徒に２種類のテスト A，
テスト Bを行った結果である。

生徒番号 1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝ 8⃝ 9⃝ 10⃝

テスト A 8 9 6 2 10 3 8 4 1 9

テスト B 2 2 5 5 2 5 4 4 7 4

この記録を点数の低い順に並べると，次のよう
になる。

テスト A 1 2 3 4 6 8 8 9 9 10

テスト B 2 2 2 4 4 4 5 5 5 7

また，これらのデータを以下のような度数分布
表に整理することができる。

テスト Aの度数分布表
階級 (点） 度数（人）
０以上２未満 1

２ ～ ４　　 2

４ ～ ６　　 1

６ ～ ８　　 1

８ ～ 10　　 4

10 ～ 　　　 1

計 10

テスト Bの度数分布表
階級 (点） 度数（人）
０以上２未満 0

２ ～ ４　　 3

４ ～ ６　　 6

６ ～ ８　　 1

８ ～ 10　　 0

10 ～ 　　　 0

計 10

上記の度数分布表を，下のグラフ罫線を利用し
て，ヒストグラムに表しなさい。。
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資料の分布のようすを調べたり伝えたりすると
き，最大の値や最小の値を用いることがある。
最大の値から最小の値をひいた値を分布の

という。
資料の特徴を調べたり伝えたりするとき，１
つの数値で代表させて，それらを比べることが
多い。
このような数値を という。
平均値も，代表値の１つである。平均値を求め
るには，個々の資料の値の合計を資料の総数で

わればよい。
調べようとする資料の値を大きさの順に並べ
たときの中央の値を中央値または と
いう。
度数分布表で，度数のもっとも多い階級の真ん
中の値を最頻値または という。
度数分布表において，区切られた各区間を

，区間の幅を ，各階級に含

まれる値の個数を という。また，各

階級の中央の値を という。
データを値の大きさの順に並べたとき，４等
分する位置の値を という。
小さい方から順に，Q1，Q2，Q3 で表す。

データの差 Q3 − Q1 を

という。また，その半分 1

2
(Q3 − Q1) を

という。テスト A のそれ

は ，テスト B のそれは で
ある。
変量 xのデータの値 x1，x2，· · · · · ·，xnの平均
値を xとするとき，各値と平均値との差 x1−x

，x2 − x，· · · · · ·，xn − x をそれぞれ平均値か
らの偏差といい，x− xで表す。
データにおいて，偏差の２乗の平均値を

といい，s2 で表し，さらに s2 の正の

平方根を といい，sで表す。

テスト A の s2 は ，s は ，
であり，
テスト Bの s2 は ，sは で
ある。
２つの変量からなるデータにおいて，一方が増
加すると他方も増加する傾向がみられるとき，
２つの変量には， の相関があるという。
また，一方が増加すると他方が減少する傾向が
みられるとき，２つの変量には， の相関
があるという。
テスト A とテスト B の得点の相関係数は，

である。（小数第３位を四捨五入し
て求めなさい。）



x y x− x y − y (x− x)(y − y) (x− x)2 (y − y)2

1⃝ 8 2 2 -2 -4 4 4

2⃝ 9 2 3 -2 -6 9 4

3⃝ 6 5 0 1 0 0 1

4⃝ 2 5 -4 1 -4 16 1

5⃝ 10 2 4 -2 -8 16 4

6⃝ 3 5 -3 1 -3 9 1

7⃝ 8 4 2 0 0 4 0

8⃝ 4 4 -2 0 0 4 0

9⃝ 1 7 -5 3 -15 25 9

10⃝ 9 4 3 0 0 9 0

合計 60 40 0 0 -40 96 24

xと y の散布図を完成させなさい。
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